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（※）ディスポーザー…キッチンのシンクにある排水口のすぐ下に設置され、生ごみを水とともに粉砕し排水管に流す生ごみ処理システム用語解説

　一般質問は、6月12日から14日までの3日
間、19人の議員によって行われました。
　質問は、福祉行政や教育に関するものをは
じめ、市政全般にわたり、活発な議論が展開
されました。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）
（※）用語解説

一 般 質 問

国道246号バイパスの早期着工を

薬代が削減できる
ジェネリック医薬品の普及拡大を

　
民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
行
革
推
進
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て

問　
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

行
革
推
進
プ
ラ
ン
で
、
上
下
水
道
の
組

織
統
合
が
４
年
後
に
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
23
年
度
は
、
上
下
水
道
部
局
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
検
討

を
進
め
て
き
た
。
24
年
度
は
、
組
織
や

人
員
、
特
に
多
大
な
作
業
を
要
す
る
下

水
道
事
業
の
企
業
会
計
制
度
へ
の
移
行

時
期
、
庁
舎
な
ど
の
検
討
課
題
を
十
分

に
議
論
し
庁
内
合
意
を
得
て
い
き
た
い
。

問　
西
中
学
校
体
育
館
と
西
公
民
館
の

複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
進
め
方
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
民
間
の
力
を
生
か
し
た
公
共
施
設

の
整
備
手
法
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
で
最
も

多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
民
間
に
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
託
し
、
行
政
が
監

視
を
行
う
。
ま
た
、
駅
、
国
道
な
ど
の

立
地
条
件
を
生
か
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

要
望　
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
に
向

け
、
進
ち
ょ
く
状
況
を
分
か
り
や
す
く

周
知
し
、
計
画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
自
然
と
の
共
生
に
つ
い
て

問　
は
だ
の
森
林
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
実
行
し
て
き
た
成
果
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
平
成
20
年
か
ら
植
樹
祭
を
行
い
、

全
国
植
樹
祭
に
は
延
べ
約
４
５
０
０
人

が
参
加
す
る
な
ど
、
市
民
意
識
の
高
揚

や
市
民
力
、
地
域
力
が
生
ま
れ
、
森
林

整
備
目
標
面
積
の
60
％
が
完
了
す
る
な

ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち

「
は
だ
の
」
の
実
現
に
向
け
て

行
財
政
改
革
は
市
職
員
と
議
会
が

身
を
切
る
覚
悟
で
取
り
組
も
う

市
内
の
渋
滞
解
消
の
た
め
に

バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工
を
目
指
せ

こ
れ
で
い
い
の
か 

市
長
新
公
用
車
660
万
円
、
副
市
長
退
職
金
921
万
円

生
ご
み
減
量
に
効
果
的
な

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
解
禁
を

再
び
、
副
市
長
２
人
制
を
問
う

　
民　
政　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
現
在

の
整
備
見
込
み
に
つ
い
て

問　
平
成
８
年
に
バ
イ
パ
ス
が
都
市
計

画
決
定
さ
れ
、
厚
木
市
と
伊
勢
原
市
の

一
部
で
は
、
事
業
着
手
に
よ
り
用
地
買

収
な
ど
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
市
内
は

事
業
化
の
気
配
も
な
い
。
今
後
の
建
設

見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
３
市
で
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
協
議

会
を
設
置
し
、
毎
年
、
関
係
機
関
な
ど

に
要
望
し
て
い
る
が
、
現
在
の
事
業
化

区
域
は
、
厚
木
市
と
伊
勢
原
市
の
区
域

を
合
わ
せ
た
約
29
％
で
あ
る
。
今
後
も

３
首
長
に
よ
る
要
望
活
動
を
継
続
し
、

早
期
の
整
備
促
進
を
働
き
掛
け
た
い
。

二　
秦
野
の
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
広
大
な
森
林
は
財
産
で
あ
り
、
林

業
や
農
業
と
の
か
か
わ
り
も
大
き
く
、

後
世
に
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
。
今
後

の
森
林
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答　
平
成
20
年
に
、
は
だ
の
一
世
紀
の

森
林
づ
く
り
構
想
を
策
定
し
、
１
０
０

年
後
の
森
林
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。

24
年
度
は
、
協
議
会
を
設
置
し
て
学
識

経
験
者
や
林
業
関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
、
秦

野
独
自
の
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

三　
災
害
時
要
援
護
者
対
策
に
つ
い
て

問　
本
市
も
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体

制
を
整
備
し
、
対
応
し
て
い
る
が
、
視

覚
・
聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
情
報
伝

達
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
携
帯
電
話
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
や

パ
ソ
コ
ン
で
の
文
字
情
報
、
防
災
行
政

無
線
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
ラ
ジ
オ

を
活
用
し
た
音
声
情
報
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
。

　
無　
所　
属　
　
折
口　
隆
二
郎

一　
８
０
０
億
円
以
上
の
市
の
借
金
に

つ
い
て

問　
財
政
再
建
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
い
ま
だ
に
一
般
会
計
予
算

の
２
倍
弱
に
当
た
る
８
０
０
億
円
以
上

の
借
入
金
が
あ
る
。
職
員
給
与
の
在
り

方
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
健
全
化
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
は
だ
の
行
革
推
進
プ
ラ
ン
や
公

共
施
設
再
配
置
計
画
な
ど
を
着
実
に
推

進
し
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。
職
員
給
与
は
県

内
他
市
に
比
べ
低
水
準
で
あ
り
、
国
家

公
務
員
並
み
の
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

要
望　
市
の
借
金
残
高
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め
、
借
金

時
計
を
目
立
つ
所
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

二　
弘
法
の
里
湯
の
活
性
化
対
策
に
つ

い
て

問　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
多
額
の
費

用
を
費
や
し
た
割
に
利
用
客
は
増
え
て

い
な
い
が
、
活
性
化
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
後
、
旅
館
へ
の
配
湯
や
足
湯
な

ど
の
設
置
も
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
客
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

課
題
を
見
い
だ
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

三　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促

進
に
つ
い
て

問　
医
療
費
削
減
の
た
め
に
は
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
こ
と
に
よ
り
薬
代
が
月
額
５
０
０

円
以
上
削
減
で
き
る
生
活
習
慣
病
患
者

に
対
し
、
新
た
に
差
額
通
知
を
送
付
す

る
な
ど
、
普
及
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。 　

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
込
山　
弘
行

一　
弘
法
山
火
災
等
の
対
策
に
つ
い
て

問　
弘
法
山
は
、
近
隣
に
住
宅
が
多
く
、

火
災
も
発
生
し
て
い
る
。
円
滑
な
消
火

活
動
の
た
め
、
早
急
に
水
を
確
保
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
山
頂
に
近
い
と
こ
ろ
に
防
火
水
槽

を
設
置
で
き
れ
ば
、
よ
り
迅
速
な
消
火

活
動
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

県
が
平
成
24
年
度
か
ら
３
か
年
を
限
度

に
、
新
た
に
創
設
し
た
補
助
制
度
を
活

用
し
て
25
年
度
ま
た
は
26
年
度
に
設
置

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
近
隣
住
民
が
安
心
で
き
る
よ
う
、

早
急
に
防
火
水
槽
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

二　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
（
※
）
の
解
禁

等
に
つ
い
て

問　
国
の
指
導
に
よ
り
、
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
は
原
則
禁
止
で
あ
っ
た
が
、
解
禁

に
向
け
、
見
直
し
を
始
め
た
自
治
体
も

少
な
く
な
い
。
生
ご
み
減
量
に
対
し
て

は
圧
倒
的
に
効
果
が
あ
り
、
市
民
生
活

の
利
便
性
や
家
庭
内
の
衛
生
環
境
も
向

上
す
る
た
め
、
解
禁
に
向
け
て
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
設
置
が
、
生

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

な
ど
に
つ
な
が
る
と
の
評
価
も
あ
る
。

今
後
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
性
能
の
検

証
や
設
置
に
伴
う
手
続
き
・
管
理
方
法
、

下
水
道
処
理
場
へ
の
影
響
や
処
理
コ
ス

ト
、
本
市
の
地
形
条
件
な
ど
、
さ
ら
に

は
ご
み
処
理
事
業
と
の
関
連
な
ど
を
含

め
、
担
当
部
局
と
連
携
し
な
が
ら
調
査

・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
平
成
24
年
度
中
に
、
解
禁
に
向

け
た
一
定
の
方
向
性
を
出
し
て
ほ
し
い
。 　

民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
財
政
再
建
に
つ
い
て

問　
市
の
借
金
は
約
８
０
２
億
円
、
未

収
金
は
約
54
億
円
あ
り
、
市
長
の
公
用

車
は
７
年
リ
ー
ス
で
は
７
５
６
万
７
５

６
０
円
、
副
市
長
２
人
の
給
料
と
諸
経

費
は
１
年
間
に
３
０
４
０
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
高
橋
副
市
長
に
は
９
２
１
万
円

の
退
職
金
が
出
て
い
る
。
議
会
は
定
数

を
削
減
し
身
を
削
る
覚
悟
を
し
て
い
る

が
市
と
し
て
身
を
削
る
決
意
は
あ
る
か
。

答　
平
成
27
年
度
ま
で
に
職
員
40
人
の

削
減
を
目
標
に
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

二　
青
少
年
の
未
来
に
つ
い
て

問　
①
中
学
校
に
お
け
る
平
成
23
年
度

の
暴
力
行
為
は
１
４
１
件
あ
り
、
24
年

５
月
に
は
14
歳
の
生
徒
が
男
性
教
諭
に

暴
行
を
加
え
、
全
治
３
か
月
の
重
傷
を

負
わ
せ
た
。
安
全
な
学
校
生
活
へ
の
対

応
は
、
②
23
年
に
本
市
で
覚
せ
い
剤
、

大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
で
検
挙
さ
れ
た
の
は

24
人
で
、
国
内
で
は
脱
法
ハ
ー
ブ
で
亡

く
な
る
ケ
ー
ス
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

対
策
の
強
化
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
関
係
機
関
と
連
携
し
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
生
徒
の
見
守
り

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
②
各
学
校

で
薬
物
乱
用
防
止
の
学
習
に
取
り
組
む
。

三　
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

問　
①
消
防
署
幹
部
職
員
の
女
性
職
員

へ
の
セ
ク
ハ
ラ
は
許
さ
れ
な
い
。
け
じ

め
は
、
②
公
用
車
の
過
失
割
合
が
１
０

０
％
の
事
故
が
多
い
。
組
織
全
体
の
た

が
が
緩
ん
で
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
①
懲
戒
処
分
と
人
事
異
動
を
行
っ

た
。
②
事
故
が
絶
え
な
い
事
実
を
受
け

止
め
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

問　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
副
市
長

は
必
要
だ
が
、
２
人
制
は
官
僚
制
の
膨

張
で
あ
り
、
２
人
は
必
要
な
い
と
い
う

の
が
市
民
の
声
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
生
か
し
た

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
し
、
財

政
状
況
が
厳
し
い
か
ら
こ
そ
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
効
率
的
に
活
用
し
て
、

政
策
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
る
。

二　
図
書
館
経
営
に
つ
い
て

問　
図
書
館
の
将
来
像
や
運
営
基
準
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
在
り
方
や
将
来

構
想
に
つ
い
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を

つ
く
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
行
政
計
画
を
踏
ま
え
、
他
市
の
状

況
や
図
書
館
協
議
会
の
意
見
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

要
望　
図
書
館
法
の
指
針
に
従
い
、
司

書
が
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
よ
う
な
新

し
い
構
想
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
。

三　
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
構
想
に
つ
い

て問　
教
育
と
福
祉
の
相
談
窓
口
の
一
本

化
は
、
複
雑
で
分
り
に
く
い
。
教
育
相

談
体
制
は
、
児
童
・
生
徒
の
み
を
対
象

に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
現
状
が
ベ
ス
ト
だ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
市
長
部
局

と
の
連
携
に
努
め
て
い
き
た
い
。

意
見　
昨
今
、
教
育
現
場
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
事
件
が
起
き
、
子
ど
も
や

保
護
者
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
教
育
相
談
体
制
に
つ
い
て

は
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る
場
と
し
て

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
だ
。

薬物乱用防止を

弘法山の火災対策を


